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１ 単元名 ｢かけ算のしかたを考えよう｣～かけ算の筆算(１)

２ 単元について
かけ算九九については第２学年で学習してきている。単に九九の暗唱を繰り返して機械的に覚
えるだけではなく，｢かけ算の意味を理解してその必要性を感じること｣｢いろいろな問題につい
て考え，解決していく過程の中でかけ算のおもしろさに気付くこと｣｢日常的に積極的に九九を活
用して考えようとすること｣などを目標として学習を積んできている。本学年においては，｢０の
かけ算，１０のかけ算｣の他，｢乗数が１増えると積は被乗数の数だけ増える｣｢交換法則や分配法
則｣など，乗法に成り立つ性質についても学習している。これらの性質については第２学年の学
習でも触れているが，本学年において確実な理解を目指すものである。
本単元の学習は，何十や何百に１位数をかける計算をもとにしして２位数や３位数に１位数を

かける計算のしかたを考えたり，筆算の手順について意味を十分に理解しながら，確実に計算で
きることが目標である。後に学習する２位数どうしをかける計算の基本となるため，ここでは形
式的な筆算の指導や定着を図る習熟だけを重点とするのではなく，既習をもとにした算数的活動
を通して子ども自ら筆算を作り出していく過程が重要である。
本単元の算数的活動は，｢具体物を用いたり，言葉，数，式，図などを通して計算の仕方を考

え，説明する活動｣である。それは，２位数や３位数に１位数をかけたとき，既に学習してきて
いる基本の考え(かけ算九九･計算のきまり･十進位取り記数法)を活用して解決方法を見いだすこ
と，そして表現することである。

３ 児童の実態
本学級の子どもたちは算数に対して苦手意識を持っている子も少なからずいるが、好きな教科

の一つである子が多く、新しい学習に対して非常に興味を持って取り組むことができる。興味関
心が高いのは非常によい面であるが、既習の定着がいまひとつであるのが課題である。かけ算九
九についてはほとんどの子が理解・習得しているが、文章題から式を作ることを苦手としている
子どもが多い。そのため、４月から算数科の学習を通して指導してきたことは、既習を活用する
ことと、問題をイメージ化して捉えて図などに表しながら根拠を持って考えることの２点である。
既習を活用するために学習掲示を充実させてきた。単に結論だけを記載するのではなく、結論に
至る思考過程・子どもの発言や気づきなども記載することにより、学習の流れ、ひいては思考の
流れが分かるよう心がけてきた。既習を活用することを意識づけることで、子どもたちから課題
を設定できるようになってきている。また、問題をイメージ化することで題意を読み取り、思考
の一助となるようにしてきた。まだまだ進んでイメージ化できる子どもは少ないが、それができ
る子どもの取り組みを参考にしながら全体に還流させているところである。
本単元において基本となる既習事項について，事前テストを実施した。

問題 正答率(％) 内容
１① ３×０ １００ ０の乗法
② ０×７ １００ ０の乗法(交換法則)
③ ４×１０ ９７ １０の倍数
④ １０×９ ９７ １０の倍数(交換法則)

２① ５×□＝０ １００ ０の乗法
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② □×８＝０ １００ ０の乗法(交換法則)
③ ３×９＝□×３ ８８ 乗法の交換法則
④ ６×□＝７×６ ８８ 乗法の交換法則
⑤ ４×６の答えは，４×５の答えより□大きい ９１ 九九の仕組み
⑥ ８×７の答えは，８×８の答えより□小さい ８５ 九九の仕組み
⑦ ９×８の答えは，□×８と５×８の答えを合わせた数 ８５ 分配法則
⑧ ４×７の答えは，４×５と４×□の答えを合わせた数 ７６ 分配法則

３① ３８＝□＋８ ９１ 数の構成
② ５９＝５０＋□ ９１ 数の構成

４① ６６ ８８ ２位数の加法
＋８７ (繰り上がり)

② ７８ ９４ ２位数の加法
＋２３ (繰り上がり)

分配法則の問題から，乗数や被乗数を分けて計算することができることをしっかりと理解でき
ていない児童が５～８名ほどいる。また，テスト実施中の様子から，分配法則を活用したのでは
なく，計算で求めている子もいたことから，本単元ではまず，分配法則をとらえ直す時間を設定
した単元構成を工夫する必要があると考える。
加法の筆算については，２問とも間違えた児童が２名である。ただし，そのうち１名は十の位

への｢１｣は書かれてあり，繰り上がることの理解はあると考える。もう１名については，事前に
加法の筆算指導をする。
自分の考えをノートに記述することを繰り返し指導してきている。その際に、式や図だけでは

なく、言葉で説明できるよう指導してきた。だんだんと自分の考えを記述する姿が増えてきてい
る。意欲が高いため、「考えよう」とする姿がよく見られるが、「手につかない」という子ども
も数名みられるのが現状であり、T2 と協力しながら支援をしている。論理立てて自分の考えを
説明できる子どもは少数だが、全体として発言に対して積極的な子どもが多い。自分の思いを素
直に表現できるため、友だちの考えに対して「どうして？」「それでいいの？」「う～ん。」「で
も…」「なるほど！｣といったつぶやきがよく見られる。まだ自己中心性が抜けなく、自分の意
見を言いたいという思いが全面に出てしまう時があるため、友だちの意見を最後までしっかり聞
くことを指導している。

４ 研究の視点との関わり
《視点１》｢基礎的･基本的な知識及び技能を明確にし、確かな習得を図る｣とともに、｢思考力･判断

力･表現力の育成を図る｣ための具体的･効果的な言語活動を位置づけた単元構成と単元の
評価の在り方

｢２位数や３位数×１位数｣の計算では，第２学年までに学習した次の３つを基本として，計算
の仕方を考えていく。

① かけ算九九
② 計算のきまり(分配法則･結合法則)
③ 十進位取り記数法

これらの既習を活用して考えることを経験し，理解しておくことは後に学習する２位数どうしを
かける計算の基本となる。そして，これらの活動を通して，確実に身に付けさせたい基礎の力は，

① ｢２位数や３位数×１位数｣の計算は，分配法則を用いて計算すること。
② ｢２位数や３位数×１位数｣の筆算を正確にできること。 である。

本単元第１時は，被乗数が虫食いとなる問題を提示する中で，既習のかけ算と未習のかけ算を
はっきりとさせ，課題意識と学習への見通しを持たせることをねらいとした本単元のオリエンテ
ーションである。その後、｢何十や何百×１位数｣の学習から｢１０や１００をまとまりととらえ
ることで，九九を使えば答えを求めることができる｣ということに気付かせ、九九を活用してさ
らに大きな数の計算へと学習を広げる。
｢２位数×１位数｣の計算においては，子どもたちの多様な考え方を引き出していく中で，基本
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となる分配法則に着目させることを重視する。第４時においては｢２３×４｣(部分積がみな１け
た)の問題について，計算の仕方を考える課題に取り組ませる。｢１０のまとまりと１のばら｣の
ようにわけることのよさに気づき，累加ではなく九九を活用すれば２位数のかけ算もできること
をしっかりと実感させる。
第５時は筆算の仕方について，分配法則が生かされている計算方法であることに着目させなが

ら指導する。｢部分積を省略｣と｢部分積を省略していない｣筆算を提示しながら，丁寧に指導する。
第６～８時は，｢一の位との部分積が２けた｣｢十の位との部分積が２けた｣｢部分積がみな２けた｣
｢部分積を加えたとき百の位へと繰り上がる｣パターンについて，丁寧に筆算の指導をする。ここ
でも部分積を表した筆算形式を活用し，計算の筋道を明らかにしながら正確に理解させる。第９
～１１時は，｢３位数×１位数｣の計算を扱う。基本となる考え方は同じであることに気づく子が
いることも予想されるが，多くは，被乗数が３けたになったことで，抵抗感を感じるものと思わ
れる。もう一度，基本となる分配法則に着目させるため，具体物や図を使って丁寧に指導し，筆
算へとつなげる。ここまでくると，基本となる考え方を活用すれば，被乗数が大きくなっても筆
算ができることに気づいていく。したがって第１２時では，被乗数が４位数以上のかけ算につい
ても取り組ませ，筆算の習熟を図る。第１２時は，かけ算の結合法則について学習する。第１３
～１４時は，単元の学習内容について習熟を図る時間として設定する。
計算の仕方を考える学習においての評価の重点は｢１０のまとまりや１００のまとまり｣｢位ご

とに分ける｣｢九九を使って｣といった基本に着目して考えているか，そしてそれを理解している
かどうかである。この基本は，その後の筆算指導や被乗数が３位数のかけ算につながる大切な事
項であるので，一人一人の見とりをしっかりと意識して行い，必要があれば，評価を生かして個
への手立てをとっていく。
筆算指導については，部分積の繰り上がりが複雑になるにつれて，正しくできない子が増える

ことが予想される。したがって，個々がどの繰り上がりでつまずいているのかを確実に見とり，
手立てをとっていく。

《視点２》問題解決学習を基盤とし、｢課題意識(問題意識)｣や｢解決への見通し｣をもち、｢自ら考え、
伝え合う場｣を意図的･計画的に設定した学習過程の工夫と1単位時間の評価の在り方

単元前半｢２位数×１位数｣の問題は，お金を題材にしたものである。硬貨をイメージすること
で，１０や１００のまとまり，１のばらに着目させる支援である。自力解決時は，解決が進ま
ない子へ，模擬硬貨を用いることによってまとまりに気づかせる支援をする。
問題からの立式については，イメージすることができない子へ，まずは具体物(模擬硬貨や

絵)を用いて状況を把握させるとともに，言葉の式とも対応させながらかけ算の問題であるこ
とをつかませる。
基本となる考え方を明確にしていくこと，また，どのような話題になってどのようにまとめ

てきたのか，学習の軌跡がわかる教室掲示を行う。大切な子どものつぶやきは大切なキーワー
ドとして残したり，基本となる考えは視覚的に伝わるようにしたり，新しい学習に活用される
既習に気づく支援となるようにする。
筆算のしかたをなかなか理解できない子へは，部分積を省略しない形の筆算でしばらくは取

り組ませて理解を図り，徐々に省略した筆算形式へと移行させ，定着をめざす。特に、部分積
が２けたになって繰り上がりがある場合の理解は段階を踏んで丁寧に指導する。
｢考える｣｢表す｣ことは互いに補完し合って理解を深め，また，仲間と共に学び合う場が生ま

れることで，子どもたちの数学的な考え方や見方が広がるものと考える。本単元においては，
｢計算の仕方を考え説明する活動｣を通して，共生･共創の学びをめざしていく。
単元前半の｢何十や何百×何｣｢何十何×何(部分積がみな１けた)｣のあたりは，基本となる｢１
０のまとまり｣｢１００のまとまり｣｢九九を使って｣｢位ごとに分けて｣といった言葉を使いなが
ら，考えを説明する活動を十分に行う。そして，自分の考えをみんなと共有し合う中での気付
きや説明活動による理解の深まりが一人一人の内の中でしっかりと生まれるようにする。また，
できるだけ子どもの言葉を生かして学びを築いていくように配慮する。共生･共創の学びをつ
くっていくために，自分の考えを他に説明してもらったり，最後までうまく伝えられないこと
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｢言葉の式で表すと？｣と問いながら板
書し，かけ算でできる問題であること
を確認する。

既習に着目させ、｢□がどんな数なら
できて，どんな数ならまだできないの
か｣をとらえさせる。

立式し，板書する。

を他の子がわかってあげて説明することなどを全体交流の中でしっかりと行っていく。
自力解決時は，Ｔ１とＴ２それぞれが個への支援を行う。その後の全体交流のねらいを共通

理解し，｢何をどこまで｣｢誰にどこまで｣といった支援の具体，また，事前の見とりから重点的
に支援する子を確認しておいたりしておくことで，効果的な支援を行う。

５ 単元の目標
○ 筆算形式による２，３位数に１位数をかける乗法計算のしかたについて理解し，それを用いる

能力を高める。

６ 評価計画

７ 指導計画
時 主な学習活動・思考の流れ 教師の関わり・主な評価規準

１ ○オリエンテーション

２

目標：被乗数が１０より大きいときの
かけ算のしかたに関心を持ち，
単元全体の学習に課題意識を持
つ。

【単元を通した目標】
かけられる数が１０より大きいときの計算の仕方を考えていこう。

(かける数は１けた)

関 既習と未習に分類する中で，被乗
数が１０より大きい数のかけ算の
仕方について課題意識を持つ。

（観察・発言・ノート）

貯金箱に，毎日 □円ずつ貯金します。
３日続けると，いくらになりますか？

・｢□＋□＋□｣のたし算でできる。
・１日分が□円で，３日分だから，かけ算でもできるよ。
・１日分の貯金×入れた日数＝たまった貯金

関心･意欲･態度 数学的な考え方 表現･処理 知識･理解

単元の ・筆算形式による２，３位数 ・筆算形式による２，３位数 ・２，３位数×１位数の計算 ・２，３位数×１位数の筆算
評価規準 ×１位数の計算のしかたを， ×１位数の計算のしかたを， を筆算で正確にできる。 のしかたを理解する。

既習のもとに考えようとする。数の構成や十進位取り記数法 ・乗法の結合法則を計算に用 ・乗法の結合法則を理解する。
をもとに考える。 いることができる。

学習活動 ①既習と未習に分類する中で，②１０のまとまりをもとにし ⑥一の位の部分積が十の位へ ②何十×何の計算のしかたを
における 被乗数が１０より大きい数の て，九九を使って考えている。繰り上がる筆算ができる。 理解している。
具体の かけ算の仕方について課題意 ③１００のまとまりをもとに ⑦⑧十の位との部分積が２け ③何百×何の計算のしかたを
評価規準 識を持つ。 して，九九を使って考えてい た，また，部分積がみな２け 理解している。

⑤十の位と一の位を分けて考 る。 たになる筆算ができる。 ④位ごとに分けて計算する仕
えることに着目しながら，筆 ④１０のまとまりと，１のば ⑩⑪｢３位数×１位数(一と十 組みを理解している。
算の仕方を考えようとしてい らに分けて，九九を使って考 の位の部分積が２けた，また，⑤筆算の仕方を理解している。
る。 えている。 部分積がみな２けた)｣の筆算 ⑨何百何十何×何の計算も位

⑥一の位の計算に繰り上がり ができる。 ごとに分けて計算する仕組み
がある場合も，１０のまとま ⑬⑭学習内容を正しく用いて であることを理解している。
りと１のばらに分けることを 問題を解決することができ ⑫乗法の結合法則を理解して
もとにして考え，筆算方法に る。 いる。
適応させている。
⑦⑧繰り上がった数が何のま
とまりであるのかを考え，筆
算に適応させている。
⑨１００のまとまり，１０の
まとまり，１のばらに分けて，
九九を使って考えている。
⑩⑪繰り上がった数が何のま
とまりであるのかを考え，筆
算に適応させている。
⑫１つ分が何かに気づき、計
算の順序を工夫して考えてい
る。

・□が１～１０ならできる。
・□が１１より大きいのは，まだ習ってないよ。
・たし算ならできるけど，数が大きくなるとたいへんだ。
・九九の段を増やす？でも覚えられるかな？

２０×３

何十×何の計算のしかたを考えよう。

目標：何十×何の計算の仕方について
理解する。

□×３
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前時の問題文の□の中に２０を記入
し，本時の問題を提示する。

ノートには，自分なりの図を使って考
えを示すことができるようにする。模
擬硬貨を用意し，考えが進まない子へ
の支援をする。

先行学習し｢０をとれば九九でできる｣
方法のみを理解している子へは，０を
とった式が１０のまとまりを求めてい
る計算であることに気づかせる。

言葉の式と対応させながら問い，立式
し，板書する。

前時の学習をふりかえることで既習を
使った課題解決へと向かわせていく。

前時と同じ方法で考える子がいること
も考えられるが、その方法でも計算で
きることを全体で共有する。しかし｢は
かせ｣であるのは，１００のまとまり
をもとにした考え方であることを話し
合いを通して実感させる。

再び虫食いの問題文を提示し，本時の
問題を予想させる。いくつか対話した
後で，□に数値を入れる。

言葉の式と対応させながら問い，立式
し，板書する。

適応問題

３

適応問題

４

【自力解決】
①全部で１０円が６枚になるから６０円。６枚は２×３で求められる。
②２０×３の０をとって計算すれば２×３で６。０をつけて６０円。
③２０＋２０＋２０＝６０

【全体交流・話題の焦点化】
・①も②も２×３を使ってるから同じこと？
・①は，１０のまとまりをつくったから，図で表すと…
・②の０をとるというのも，１０のまとまりと同じ考えじゃないかな。
・③は正しい。でも数が小さいし，何十だからやりやすいだけ。数が大きくなっ
たらたいへんになるよ。

【まとめ】
１０のまとまりをつくると，九九を使って計算できる。

考 １０のまとまりをもとにして，九
九を使って考えている。

（観察・発言・ノート）

貯金箱に，毎日３００円ずつ貯金します。
５日続けると，いくらになりますか？

目標：何百×何の計算の仕方について
理解する。

３００×５

・昨日の問題と違うのは，かけられる数が３けた。
・昨日の考えを使えばできそう。
・今日の課題は…

【自力解決】
①何十×何は１０のまとまりをもとにしたから，何百×何も１０のまとまりをも
とにすれば…１０が３０こ。３０×５で１５０だ。１０が１５０こだから…

②１日に１００円が３枚。５日分だから，３×５で１５枚だ。１００円が１５枚
で…

何百×何の計算のしかたを考えよう。 考 １００のまとまりをもとにして，
九九を使って考えている。

（観察・発言・ノート）

【全体交流・話題の焦点化】
・①は昨日と同じ方法。１０をもとにすれば計算できる。
・②は，１０じゃなくて１００をもとにしてる。①よりも簡単そう。

【まとめ】
１００のまとまりをつくると，九九を使って計算できる。

貯金箱に，毎日 □円ずつ貯金します。
３日続けると，いくらになりますか？

目標：｢２位数×１位数(部分積がみな
１けた)｣の計算の仕方について
理解する。

・前と同じ問題？そんなわけない！
・□に入るのは…何十と何百はやったから，何千だ！

・２３か。何十何ということだ。今までと違う。
・九九でできるのかなあ。

２３×３

何十何×何の計算のしかたを考えよう。

【自力解決】
①１日分は，１０円が２枚と１円が３枚。３日分だから１０円が２×３で６枚と
１円が３×３で９枚。全部で６９円。(硬貨に着目して)

②これまでと同じように１０のまとまりをもとにするといい。２３の３はそのま
ま九九でできる。(１０のまとまりと１のばらに着目して)

③図で表せば，わかりやすいな。

解決の糸口がつかめない子へは，模擬
硬貨を使って考えるよう支援する。

考 １０のまとまりと，１のばらに分
けて，九九を使って考えている。

（観察・発言・ノート）

知 何十×何の計算のしかたを理解し
ている。 (ノート）

知 何百×何の計算のしかたを理解し
ている。 (ノート）
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お金の図や式を使って，様々な方法で
考えをノートに書くことが予想され
る。それぞれを取り上げ，どれにも共
通することは何かということに話題を
焦点化していく。これまで通りに１０
のまとまりをもとにするという既習に
加えて，位ごとに分けて計算すること
ができる考えに着目させる。

解決の糸口がつかめない子へは，既習
へたちもどり，１０のまとまりと１の
ばらがそれぞれいくつあるか，部分積
をとらえさせる。繰り上がる２をどう
すればいいのかわからない子へは，２
が１０のまとまりの数を表しているこ
とやたし算やひき算の筆算でそれをど
のように処理したかを想起させる。

まず，昨日の問題との違いについて確
認し、今日の課題を明確にする。①の
方法から答えは６４であることを確認
する。②の方法で，なぜ２を小さく十
のくらいに書き，十の位の４×１とた
したのかを話題にとりあげ，２が十の
まとまりの数であることをおさえる。
③④⑤の間違いについては，どのよう
に処理したのかを確認する。間違えた
子へは，間違った方法があったことで，
筆算のミスの原因を考える学習になっ
たことを伝え，必ずほめる。

適応問題

５

適応問題

６

【全体交流・話題の焦点化】
・①と②は同じ考え方だ。
・１０のまとまりをもとにすると，何十何×何の計算も，九九でできる。
・２３を２０と３に分ければいい。
・十の位に３をかけて，１の位にも３をかけるということ。

【まとめ】
十の位と一の位に分けると，九九を使って計算できる。

位ごとに分けて計算する方法をもとにして，筆算のしかたを考えよう。

・まず，位ごとに分けて計算するんだったね。２０×３＝６０と３×３＝９
そして，たす。

・筆算はどうやればいいんだろう。

目標：｢２位数×１位数(部分積がみな
１けた)｣の筆算の仕方について
理解する。

２３×３＝６９

前時の式を使って，筆算の仕方を指導
する。

【指導事項】
①位をそろえて，たし算やひき算と同じように書く。
②九九を使って，位ごとに分けて計算する。
③１のばらの計算３×３の９を一の位に書く。
④１０のまとまりの計算２０×３の６０を位をそろえて下に書く。
⑤最後に，９＋６０を計算する。

６０の０を省略し，２×３＝６を
直接書く。

十 一
２ ３

× ３
９

＋ ６ ０
６ ９

十 一
２ ３

× ３
６ ９

・三三が９
・三二が６

知 筆算の仕方を理解している。
（ノート）

指導事項ではあるが，子どもに問いか
けながら既習をふりかえり，分けて計
算することや｢かける｣｢最後にたす｣こ
とを意識させるようにして指導する。

まずは部分積を省略しない形で，分け
て計算したものを位をそろえて書くこ
とや最後にたし算をすることをしっか
りと理解させる。１０のまとまりをそ
のまま十の位に書くことを最終的に指
導する。

１つの辺の長さが １６㎝の正方形があります。
まわりの長さは何㎝ですか。

目標：一の位の部分積が十の位へ繰り
上がる筆算の仕方について理解
する。

・正方形の辺は全部同じ長さだ。
・正方形には辺が４つあるよ。
・一つ分１６㎝の辺が４つ分だから，かけ算でできる。
・何十何×何だから，昨日習った筆算で計算できるぞ。

１６×４の筆算のしかたを考えよう。

【自力解決】

①
１ ６

× ４
２ ４

＋ ４ ０
６ ４

２

②
１ ６

× ４
６ ４

２③
１ ６

× ４
１ ２ ４

④
１ ６

× ４
４ ２ ４

⑤
１ ６

× ４
４ ４

考 一の位の計算に繰り上がりがある
場合も，１０のまとまりと１のば
らに分けることをもとにして考
え，筆算方法に適応させている。

（観察・発言・ノート）

知 位ごとに分けて計算する仕組みを
理解している。(ノート）

関 十の位と一の位を分けて考えるこ
とに着目しながら，筆算の仕方を
考えようとしている。

（観察・発言）
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□×４を確認して，板書する。対話後、
４つの数値で式を４つ板書する。一見，
今までやってきた何十×何の式である
が，繰り上がりに着目させて，昨日の
問題との違いを考えさせる。

基本となる考えは代わらないので，様
々な繰り上がりのパターンに触れ，個
で解決し，筆算の習熟を図る時間とす
る。個への支援は T ２を活用して効果
的に。主に，部分積が省略されていな
い形に立ち戻って考えさせる。

百の位を未記入のままにして問題文を
提示し，本時の問題を予想させる。い
くつか対話した後で，百の位に数値を
入れる。

言葉の式と対応させながら問い，立式
し，板書する。

適応問題

７
～
８

さまざまな練習問題に取り組む。

９

【全体交流・話題の焦点化】
・昨日の問題と違うのは，一の位の答えが２けたになったこと。
・①は１０のまとまりと１のばらに分けて，１０×４と６×４の答えをたしてい
る。位ごとの計算もあってるし，たし算もあってるから，答えは６４。

・②は，一の位の九九の答え２４を十の位に繰り上げて，小さく書いている。答
えは合ってる。

・③④⑤は，答えが違う。でもどんな計算をしたんだろう。

【まとめ】
一の位の計算が２けたになることがある。
十の位に繰り上がった数は小さく書く。
十の位の計算と繰り上がった数を合わせて書く。

２

１ ６
× ４
６ ４

【指導事項】
①位をそろえて，たし算やひき算と同じ
ように書く。

②一の位のかけ算が２けたになったら，
十の位に繰り上げて小さく忘れずに書
く。

③十の位のかけ算の答えと繰り上がりを
たし，十の位に書く。

・四六２４
・四一が４

何十何×何の筆算(いろいろな繰り上がりあり)をマスターしよう。

１つの辺の長さが □㎝の正方形があります。
まわりの長さは何㎝ですか。

・また虫食いだ。どんな数が入るのかな。
・繰り上がりのあるかけ算はできるようになったし，新しい問題はなんだろう。。
・式は，□×４。

①３２×４
②３７×４
③２９×４
④７５×４

目標：十の位との部分積が２けた，ま
た，部分積がみな２けたになる
筆算のしかたを理解する。

・繰り上がりはありそうだけど，昨日と何が違うのかな。
・昨日は一の位が繰り上がったけど，①は一の位は繰り上がりはなさそう…
・十の位の九九に繰り上がりがあるものもあるぞ。

考 繰り上がった数が何のまとまりで
あるのかを考え，筆算に適応させ
ている。（観察・発言・ノート）

【自力解決】

①
３２

× ４
８

１２０
１２８

①
３２

× ４
１２８

②
３７

× ４
２８

１２０
１４８

２

②
３７

× ４
１４８

③
２９

× ４
３６
８０

１１６

３

③
２９

× ４
１１６

④
７５

× ４
２０

２８０
３００

２

④
７５

× ４
３００

３１２こ入りのあめのふくろが３ふくろあります。
あめは全部でなんこですか。

目標：｢３位数×１位数(部分積がみな
１けた)｣の計算の仕方について
理解する。

・百の位がある計算だ。
・今までと同じやり方でできそうだ。

何百何十何×何の計算のしかたを考えよう。

３１２×３

表 一の位の部分積が十の位へ繰り上
がる筆算ができる。 （ノート）

表 十の位との部分積が２けた，また，
部分積がみな２けたになる筆算が
できる。 （ノート）
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解決の糸口が見つけられない子へは，
１００のまとまり，１０のまとまり，
１のばらで示された図を使って，位ご
とに計算するよう支援する。

基本となる考えは代わらないので，様
々な繰り上がりのパターンに触れ，個
で解決し，筆算の習熟を図る時間とす
る。個への支援は T ２を活用して効果
的に。主に，部分積が省略されていな
い形に立ち戻って考えさせる。

問題の状況をしっかりとつかませるた
め，図を提示する。

解決の糸口がつかめない子へは｢１つ
分×いくつ分＝全体｣にあてはめて考
えることをヒントにする。特に、｢１
つ分｣は何かを考えさせる。

適応問題

10
～
11

さまざまな練習問題に取り組む。

12

適応問題

13
～
14

さまざまな練習問題に取り組む。

考 １００のまとまり，１０のまとま
り，１のばらに分けて，九九を使
って考えている。

（観察・発言・ノート）

【自力解決】
①今までの考え方と同じじゃないかな。１００のまとまりが３つだから３×３で
９００，１０のまとまりが１つで１０×３で３０，１のばらが２×３で６。全
部たすと，９３６。

②これまでと同じように，位ごとに分けて計算するとできる。
③図で表せば，わかりやすいな。

【全体交流・話題の焦点化】
・何十何×何の計算のしかたと同じ。
・位ごとに分けて計算すれば九九を
使える。そして最後にたす！

・筆算でもできそう。

３１２
× ３
９３６

【まとめ】
かけられる数が２けたから３けたになっても方法は同じ。
位ごとに分けて計算する。

３１２
× ３

６
３０

９００
９３６

目標：｢３位数×１位数(一と十の位の
部分積が２けた，また，部分積
がみな２けた)｣の筆算の仕方に
ついて理解する。

何十何×何の筆算(いりろな繰り上がりあり)をマスターしよう。

①３８６×２ ②９３７×４ ③５３７×３

・昨日の問題は，繰り上がりがなかった。今日のは繰り上がりがありそうだ。
・何十×何の時と同じだけど，３けただから繰り上がりが増えそうだ。

考 繰り上がった数が何のまとまりで
あるのかを考え，筆算に適応させ
ている。（観察・発言・ノート）

【自力解決】

① ３８６
× ２

１２
１６０
６００
７７２

１１

① ３８６
× ２
７７２

② ９３７
× ４

２８
１２０

３６００
３７４８

２１

② ９３７
× ４
３７４８

１

③ ５３７
× ３

２１
９０

１５００
１６１１

１２

③ ５３７
× ３
１６１１

１こ６０円のおかしがあります。
１箱に４こずつ入っています。
２箱買うと，代金はいくらですか。

・難しいそうだぞ。
・図に描いたらわかるかも。
・かけ算でできるのかな。

目標：乗法の結合法則について理解す
るとともに，３つの数の乗法が
１つの式に表せることを理解す
る。

計算する順序を考えよう。

【自力解決】
①１つ分は６０円。いくつ分かというと，４こが２箱あるから８こだ。
６０×８＝４８０

②１箱分の代金は６０×４で２４０円。２箱あるから２４０×２で４８０円。

考 １つ分が何かに気づき、計算の順
序を工夫して考えている。

（観察・発言・ノート）

【全体交流・話題の焦点化】
・①でも②でも，答えは同じだ。
・１つ分をどうするかで計算の順序が違う。
・計算が簡単にできる方でやった方がいいよ。
・式に表すと…
６０×(４×２)＝(６０×４)×２

・３つのかけ算では，計算の順序を変えても答えは同じだ。

【まとめ】
１つ分を何にするかで，計算の順序が変わる。でも，答えは同じになる。
３つの数のかけ算では，はじめの２つを先に計算しても，あおの２つを先に計算
しても，答えは同じになる。

めざせ筆算マスター！ 目標：学習内容を振り返り，かけ算の
筆算を確実に身につける。

表 学習内容を正しく用いて問題を解
決することができる。（プリント）

知 何百何十何×何の計算も位ごとに
分けて計算する仕組みであること
を理解している。(ノート）

表 ｢３位数×１位数(一と十の位の
部分積が２けた，また，部分積
がみな２けた)｣の筆算ができる。

（ノート）

知 乗法の結合法則を理解している。
（ノート）
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虫食いの問題文を提示し，本
時の問題を予想させる。いく
つか対話した後で，□に数値
を入れる。

言葉の式と対応させながら問
い，立式し，板書する。

解決の糸口がつかめない子へ
は，模擬硬貨を使って考える
よう支援する。

ノートへは，言葉，数，式，
図など，自分なりの方法で考
えを表すことを伝える。全体
交流で説明することを見通し，
相手に伝えることを意識して
表すよう支援する。

自力解決の中で見とった解決
について，数名へ呼びかけて
黒板に図を表してもらう。図
や式のみを表し，全体交流で
詳しく説明してもらう。(本人
とは限らない)
ネームカードを使って，全員
が自分の考えを示すことがで
きるようにする。

８ 本時
(１) 本時について

本単元４時間目の学習で｢２けた×１けた｣(部分積がみな１けた)の計算のしかたを考える。
前時までの｢何十や何百×何｣を解決する学習を通して，まとまりに着目すれば１０の段よりも
大きなかけ算も九九を使ってできることを実感してきている。本時は，その考えをヒントにし
ながら，２けたの数を１０のまとまりと１のばら，つまり位ごとに分けることに着目すれば九
九を使えることに気付かせる学習活動となる。
自力解決では，模擬硬貨などの具体物を用いたり，言葉，数，式，図などをノートに表す中

で計算の仕方を考えさせていく。そして子どもたちが自分なりの方法で考えを表し，それを説
明すること，聴き合うことで学級全体の学びを高めていく。このような算数的活動は言語活動
の充実そのものであり，考えることと説明することを通じてそれぞれが互いに補完し合って理
解を深めていく。

(２) 本時の目標
○ ｢２位数×１位数(部分積がみな１けた)｣の計算の仕方について理解する。
考 １０のまとまりと，１のばらに分けて，九九を使って考えている。(観察･発言･ノート)
知 位ごとに分けて計算する仕組みを理解している。(ノート)

(３) 本時の展開
学習活動・思考の流れ 教師の関わり・主な評価規準

４

３
M

【問題】
貯金箱に，毎日 □円ずつ貯金します。
３日続けると，いくらになりますか？

目標：｢２位数×１位数(部分
積がみな１けた)｣の計算
の仕方について理解する。

・前と同じ問題？そんなわけない！
・□に入るのは…何十と何百はやったから，何千だ！
・１１とか１２とか，一の位が０じゃない数もやってないよ。

・２３か。何十何ということだ。今までと違う。
・九九でできるのかなあ。

２３×３

【課題】 何十何×何の計算のしかたを考えよう。

【自力解決】

④
⑩ ⑩ ①① ①
⑩ ⑩ ① ① ①
⑩ ⑩ ① ①①

図で描くと１０円が６枚と
１円が９枚。１０円のまと
めると６０円で，１円をま
とめると９円。合わせると
６９円。これはたし算？

③
⑩⑩ ①①①
⑩⑩ ①①①
⑩⑩ ①①①

１０円のまとまりと１円の
まとまりに分けて計算する。
３日分だから
２０×３＝６０
３×３＝ ９

合わせると６０＋９＝６９

①
⑩⑩ ①①①
⑩⑩ ①①①
⑩⑩ ①①①

１日分は，１０円が２枚と
１円が３枚。
２×３＝６
３×３＝９

６は１０が６こという意味
だから６０ということ。合
わせると６０＋９＝６９

⑤十の位と一の位を分けて
計算すればできそうだ。昨
日と同じ１０のまとまりを
使ってるということ。

⑥２３×３
２０×３＝６０

２０ ３ ３×３＝ ９
合わせると６０＋９＝６９

？

②これまでと同じで１０の
まとまりをもとにするとい
い。２３の３はそのまま九
九でできる。

考１０のまとまりと，１のば
らに分けて，九九を使って
考えている。
（観察・発言・ノート）
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お金の図や式を使って，様々
な方法で考えをノートに書く
ことが予想される。それぞれ
を取り上げ，どれにも共通す
ることは何かということに話
題を焦点化していく。これま
で通りに１０のまとまりをも
とにするという既習に加えて，
位ごとに分けて計算すること
ができる考えに着目させる。

適応問題

（４）板書計画

９ 実践を終えて
《視点１》｢基礎的･基本的な知識及び技能を明確にし、確かな習得を図る｣とともに、｢思考力･判断

力･表現力の育成を図る｣ための具体的･効果的な言語活動を位置づけた単元構成と単元の
評価の在り方

単元で確実に身につける基礎的な知識や技能と、その知識や技能を成り立たせる基本の考えか
方を明らかにすることは、｢考え、説明する｣という言語活動を充実させる上で必要なことである
ことを実感した。
本単元の２・３・４時間目では、｢４ 研究の視点に関わって｣で述べた３つの基本を使って｢考
え、説明する｣という言語活動を繰り返すことで、この単元の学習のキーワードとなる「１０の
まとまり｣｢九九を使って｣「一の位と十の位に分けて」という基本を浸透させることができた。
今回の学習では、「１０のまとまり」という考え方がなかなか児童の思考におさまらなかったと
ころであるが、２・３・４時間目、また、筆算指導となる５・６時間目においても、基本の考え
方を説明することを通して、学級全体への理解へとつながった。
７～８時間目に定着を目的とする時間設定をした。前時までに基本の考え方の理解を図る言語

活動を充実させてきたことで、ほぼ全員が確実に筆算をすることができたので、２時間の設定を
１時間に縮めて、３位数×１位数の学習へと進めることができた。つまり、基礎基本を明らかに
して、単元計画にしっかりと言語活動をする時間を設けたことの成果があらわれたと考える。

⑩⑩ ①①①
⑩⑩ ①①①
⑩⑩ ①①①

２×３＝６
３×３＝９

⑩⑩ ①①①
⑩⑩ ①①①
⑩⑩ ①①①

２０×３＝６０
３×３＝９

⑩ ⑩ ①① ①
⑩ ⑩ ① ① ①
⑩ ⑩ ① ①①

６０ ＋ ９＝６９
２３×３

２０×３＝６０
２０ ３ ３×３＝ ９

今までと
ちがう！

九九を使って
できるのかな？

【問題】
貯金箱に，毎日 □円ずつ貯金します。
３日続けると，いくらになりますか？

２３×３

【課題】何十何×何の計算のしかたを考えよう。

これまでと同じ
ように１０のま
とまりで・・・

十の位と一の位
を分けて・・・

【まとめ】
十の位と一の位に分けると，
九九を使って計算できる。

１０のまとまり！
昨日までと同じ！

１のばらは，その
まま九九でできる

１０円が２枚
１円が３枚

１０のまとまりと
１のばらに分けて

１０円だまと
１円だまに分けて

さくらんぼの図で

やっぱり九九を
使うんだ！

【全体交流・話題の焦点化】
・どれも同じようなことをしているんじゃないかな？
・昨日のように１０のまとまりをつくると九九を使って計算で
きる。
・④もまとまりをつくってる。今は数が小さいからたし算でも
簡単だけど，数が大きくなるとやっぱりかけ算が便利だ。
・⑥は式を使ってサクランボの図で分けてる。
・十の位と一の位に分けて計算するといいんだ。

【まとめ】
十の位と一の位に分けると，九九を使って計算できる。

知位ごとに分けて計算する仕
組みを理解している。

(ノート）
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《視点２》問題解決学習を基盤とし、｢課題意識(問題意識)｣や｢解決への見通し｣をもち、｢自ら考え、
伝え合う場｣を意図的･計画的に設定した学習過程の工夫と1単位時間の評価の在り方

１単位時間の中でまず考えられる１つめの言語活動は、問題の意味理解や課題意識をもたせる
までの導入部分で行うことができる。問題や課題を教師側の説明だけで一方的に伝えるのではな
く、教師と子どもとの対話や子ども同士の対話などをしかけたり、促す中で、問題の意味理解や
課題意識をもたせることを図った。本単元でも、ただ単に問題を黒板に書いて、自力解決に向か
わせるのではなく、やりとりする中で、２年生での九九の学習との関連や前時の学習とのつなが
りなどに気づくつぶやきや様子が見られた。
２つめは、自力解決の場で行われる。誰かに考えを説明するということを前提にして、一人一

人が自分の考えをもつ時間である。単に言葉で表すだけではなく、｢算数的な言語｣というべき式、
図、表、グラフなどを活用して表す活動である。本単元では、式にさくらんぼの図を表したり、
１０のまとまり｢⑩｣をノートに表したりする姿が見られた。具体物(模擬硬貨)を使った自力解決
を単元構築の段階では考えたが、ノートに図を表して解決しようとする力が身に付いていたので、
使用することはなかった。
解決するための｢算数的な言語｣(言葉、式、図、表、グラフなど)は、学年間の系統性を考えな

がら、｢何を｣｢どの学年で｣｢どの単元で｣などを模索していかなければならないと感じた。テープ
図から線分図や数直線、液量図から面積図など、指導の順序の吟味が必要である。それらの考え
る手立て･伝える手だてを確実に獲得することは、算数科において言語活動を充実させるために
は必要不可欠なものであると感じた。
３つめは、全体交流や小集団交流における言語活動である。視点１のところでも述べたとおり、

本単元でも、誰かに説明する活動を通し、自分の考えを確かなものにしたり、間違いや新しい考
えに気づいたりする場面が見られた。一つの考えでも、何人かの児童にくりかえし同じように話
すことも、確実な習得に有効であると改めて感じた。本単元では特に、なかなか理解されなかっ
た｢１０のまとまり｣という考え方の定着ができた。


